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こ
の
土
地
が
生
ん
だ
戦
中
・
戦
後
の
人
気
小
説
家
・
火
野
葦
平

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
だ
っ
た
。
福
岡
と
北
九
州
両
市
へ
の
取

材
の
一
日
を
若
松
に
割
い
た
だ
け
だ
っ
た
前
回
と
は
異
な
り
、

今
回
は
ゆ
っ
た
り
し
た
旅
程
を
組
み
、
調
査
や
資
料
集
め
を
す

る
傍
ら
、
港
を
一
望
す
る
高
塔
山
に
登
っ
た
り
、
海
岸
通
り
を

散
策
し
た
り
し
て
、
没
後
六
十
四
年
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は
文
学

史
に
名
を
残
す
だ
け
の
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
の
作
家
が
、

地
元
で
は
い
か
に
現
在
も
敬
愛
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
た
。

た
と
え
ば
街
の
玄
関
口
・
Ｊ
Ｒ
筑
豊
本
線
若
松
駅
正
面
に
あ

る
市
民
会
館
で
は
、
そ
の
一
階
の
三
分
の
一
ほ
ど
が
「
火
野
葦

平
資
料
館
」
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
会
館
の
外
部
に
も

大
き
く
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
洞
海
湾
の
対
岸
、
戸
畑
区
と
の
間

北
九
州
市
北
西
部
で
細
長
く
内
陸
に
入
り
込
む
洞
海
湾
。
そ

の
湾
口
に
比
較
的
近
い
旧
・
若
松
市
（
現
・
北
九
州
市
若
松
区
）

に
は
、
明
治
時
代
、
遠
賀
川
上
流
・
筑
豊
炭
田
で
掘
ら
れ
た
石

炭
の
積
み
出
し
港
が
建
設
さ
れ
、〝
石
炭
の
時
代
〞
が
終
焉
す

る
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
ま
で
街
は
中
国
地
方
や
四
国
、
九
州

全
域
か
ら
集
ま
っ
た
港
湾
労
働
者
の
活
気
に
溢
れ
て
い
た
。

上
海
バ
ン
ド
（
外
灘
）
な
ら
ぬ
〝
若
松
バ
ン
ド
〞
と
も
呼
ば

れ
る
海
岸
通
り
に
は
、
現
在
で
も
明
治
・
大
正
期
の
石
造
り
の

建
造
物
が
建
ち
並
び
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

火
野
葦
平
の
街

私
に
と
っ
て
若
松
へ
の
十
二
年
ぶ
り
の
旅
。
そ
の
目
的
は
、

�

上

〝
戦
争
作
家
〟と
呼
ば
れ
て

─
火
野
葦
平
と
文
化
人
公
職
追
放
─

昭
和
二
十
年
代
を
歩
く

で
地
元
の
文
学
仲
間
ら
と
『
九
州
文
学
』
な
ど
の
同
人
誌
で
交

流
し
た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
、
中
国
大
陸
に
行
く
部

隊
に
召
集
さ
れ
、
故
郷
を
発
つ
直
前
に
書
き
上
げ
た
『
糞
尿

譚
』
が
そ
の
翌
年
、
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
、
そ
の
こ
と
を
中
国

の
戦
地
で
知
ら
さ
れ
る
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
火
野
は
軍
の
報
道
班
に
配
属
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
従
軍
取
材
で
書
き
上
げ
た
『
麦
と
兵
隊
』『
土
と
兵

隊
』『
花
と
兵
隊
』
の
〝
兵
隊
三
部
作
〞
は
ト
ー
タ
ル
三
百
万

部
を
超
す
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
日
米
開
戦
後
も
旧
満

州
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
従
軍
し
、
戦
地

で
の
兵
士
の
姿
を
書
き
続
け
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
活
動
が
戦
後
は
仇
と
な
り
、
火
野
の

立
場
は
暗
転
す
る
。〝
戦
争
協
力
者
〞
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
示
の
も
と
進
め
ら
れ
た
各

界
の
公
職
追
放
で
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
四
月
、
火
野

は
石
川
達
三
や
尾
崎
士
郎
、
丹
羽
文
雄
、
山
岡
荘
八
な
ど
三
三

〇
人
の
文
筆
家
と
と
も
に
、「
文
筆
・
言
論
そ
の
他
に
よ
っ
て
、

好
戦
的
国
家
主
義
な
ら
び
に
侵
略
の
積
極
的
代
表
者
た
る
こ
と

を
示
し
た
者
」
に
指
定
さ
れ
た
。
私
の
今
回
の
取
材
目
的
は
ま

さ
に
こ
の
出
来
事
を
め
ぐ
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
本
題
に
入
る
前
に
、
私
が
な
ぜ
火
野
の
ケ
ー
ス
か
ら
こ

を
行
き
来
す
る
渡
船
の
船
着
き
場
に
は
、
若
松
の
街
を
イ
ラ
ス

ト
で
紹
介
す
る
「
火
野
葦
平
文
学
散
歩
地
図
」
が
大
き
な
パ
ネ

ル
に
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
辻
々
に
あ
る
史
跡
の
案
内
板
に

も
、
火
野
の
名
が
随
所
に
登
場
す
る
。

若
松
区
が
こ
こ
ま
で
力
を
入
れ
〝
火
野
葦
平
の
街
〞
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
は
何
よ
り
も
、
小
説
が
何
度
も

映
画
化
さ
れ
て
き
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
花
と
竜
』（
一
九
五
二
〜

五
三
年
、『
読
売
新
聞
』
に
連
載
）
が
ま
さ
し
く
戦
前
の
若
松
港
を

舞
台
と
し
た
物
語
だ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

愛
媛
か
ら
北
九
州
に
来
て
冲
仲
士
（
港
湾
労
働
者
）
と
な
っ
た

主
人
公
・
玉
井
金
五
郎
が
広
島
出
身
の
マ
ン
と
い
う
女
性
と
結

ば
れ
て
、
荒
く
れ
者
ぞ
ろ
い
の
若
松
で
一
番
の
沖
仲
士
の
親
分

に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
ん
な
物
語
の
主
役
は
火
野
葦
平
の
父
と
母
。

そ
う
、
往
時
の
若
松
の
繁
栄
を
象
徴
す
る
俠
客
の
一
代
記
は
、

火
野
自
身
の
〝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
〞
だ
っ
た
の
だ
。

た
だ
私
の
火
野
へ
の
関
心
は
、
そ
の
こ
と
と
は
別
だ
っ
た
。

彼
の
存
在
を
国
民
的
作
家
に
ま
で
押
し
上
げ
た
初
期
の
代
表
作

『
麦
と
兵
隊
』
を
は
じ
め
と
す
る
〝
兵
隊
作
家
〞
と
し
て
の
側

面
を
、
私
は
掘
り
下
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
を
中
退
し
、
港
湾
荷
役
会
社
「
玉
井

組
」
で
父
・
金
五
郎
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
火
野
は
、
一
方


